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 概要	 
大阪大学を中心とした全国の 15 大学（下図参照）は、2013 年 4 月より、クラウドコンピューティン

グ技術、セキュリティ技術、組込みシステム技術、ビジネスアプリケーション開発の 4 分野において、

プロジェクト型学習（PBL）を中心とした実践的な情報教育を開始し、情報技術を活用して社会

の具体的な課題を解決できる人材を育成します。本事業は、多数の大学、企業、団体等と密接に連

携し、全国的な「分野・地域を越えた実践的教育協働ネットワーク（通称：enPiT	 エンピット）」

を形成することにより、実践的な教育を実施・普及することを目的としています。なお、本事業は、

文部科学省「情報技術人材育成のための実践教育ネットワーク形成事業」の一環として行われます。	 

また、第 1 回シンポジウムを、3 月 15 日（金）に開催する予定です。添付のチラシをご覧の上、積

極的なご周知とともに当日の取材をよろしくお願いいたします。	 
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実践的情報技術の教育で実績のある全国15校でネットワーク形成
enPiT (Education	 Netw ork	 for	 Practical	 Inform ation	 Technologies)

全国 15大学が連携！	 
実践的情報教育を行う協働ＮＷ事業を開始	 

3/15（金）第 1回シンポジウムを大阪で開催予定	 



	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

	 
 本事業実施の背景	 
今日、我が国が抱える震災復興や少子高齢化など種々の社会的課題の解決や、社会の新たな価値や

産業の創出などを、情報技術の活用を通じて行うことが重要な課題となっています。	 

そこで大阪大学を中心とした 15 大学は、情報技術を活用して社会の具体的な課題を解決できる

人材を育成するために、分野・地域を越えた実践的教育協働ネットワーク enPiTを組織し、実際の
課題に基づく PBL 等の実践的な教育を全国的に実施・普及していく運びとなりました。	 
	 

 本事業の概要	 
	 

	 
	 
１．４つの分野の実践的情報教育を全国に展開	 

クラウドコンピューティング技術、セキュリティ技術、組込みシステム技術、ビジネスアプリケー

ション開発の 4 つの分野において、それぞれ PBL を中心とした実践的な情報教育を、全国各地におい

て実施します。対象とするのは、連携する 15 大学の修士課程の学生の他、enPiT に協力、参加する
その他の大学の修士課程の学生、もしくは社会人学生で、約 1 年間それぞれの分野の教育プログラム

を受講します。enPiT全体としては、毎年 200 名～400 名程度の受講者を見込んでいます。	 
	 
２．実践的な情報教育を普及するための教員育成	 

	 連携する各大学やその他の大学の教員を、幅広く教育普及活動（FD：ファカルティ・ディベロップ

メント）や PBL に参加させることにより、実践的な情報教育のノウハウを広く普及するとともに、各

大学で自律的かつ継続的に実施できるようにします。	 
	 
３．広報を通じた実践的情報教育の普及	 

enPiTの授業、演習、PBL などの知見やノウハウをより多くの人々が利用できるようにするために、
講義資料や講義ビデオを、国立情報学研究所が提供する教育用サーバ edubase	 Stream を通じて公開し

ます。また、シンポジウムを定期的に開催して、enPiTの活動を広く社会に発信するとともに、参加
者の拡大を目指します。	 

いわゆるビッグデータの分析
手法，新しいビジネス分野
の創出といった社会の具体
的な課題を，クラウド技術を
活用し解決できる人材

社会・経済活動の根幹にか
かわる情報資産および情報
流通のセキュリティ対策を，
技術面・管理面で牽引でき
る実践リーダー

組込みシステム開発技術を
活用して産業界の具体的な
課題を解決し，付加価値の
高いサイバー・フィジカル・シ
ステムを構築できる人材

各種の先端情報技術を有
機的に活用し，社会情報基
盤の中核となるビジネスア
プリケーション分野の実践的
問題解決ができる人材

全体事業



	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

	 

 本事業を通じて期待されること	 
l社会的にニーズが高い実践的な情報技術を習得した修士学生が毎年 200～400 名の規模で育成され、

社会に出ることにより、情報技術を中心とした日本の社会の改革、発展が期待されます。	 

lPBL などの実践的な情報教育が全国的に普及し、多くの大学で持続的かつ継続的に行えるようになり

ます。	 

lenPiT を通じて大学間の連携が強化され、教育のノウハウおよび知見の共有や教育基盤の整備が加

速します。	 

	 

 第 1回シンポジウム概要（詳細は添付のチラシをご覧ください）	 
日	 時：	 2012 年 3 月 15 日（金）13:30～17:00（13:00～受付、17:30～情報交換会）	 

会	 場：	 千里阪急ホテル「樹林の間」（豊中市新千里東町 2-1）	 

参加費：	 無料	 

参加方法：ウェブページ（http://www.enpit.jp/event/sympo201303.html）より事前申し込み	 

	 

 本件に関する問い合わせ先	 
大阪大学大学院情報科学研究科	 enPiT事務局	 倉敷	 

〒565-0871	 大阪府吹田市山田丘 1-5	 

TEL/FAX：06-6879-4395	 	 

E-MAIL：	 enpit-info@ist.osaka-u.ac.jp	 

URL：http://www.enpit.jp/	 

	 


